アブラハム・ボンバのその後 by 小山 尚之 & Naoyuki Koyama












(Accepted November 18, 2019) 
What Happened Next to Abraham Bomba 
Naoyuki KOYAMA 
Abstract:  This article is a translation into Japanese of “L’évasion d’Abraham Bomba” contained as a document in Claude 
Lanzmann : Un voyant dans le siècle., and gives a small comment about it. Abraham Bomba appears several times in the film 
“Shoah” of Claude Lanzmann in which he testifies principally the work of cutting hairs of transported Jews in the camp of 
extermination in Treblinka. But in the dialogue with Lanzmann, he reveals many other things. “L’évasion d’Abraham Bomba” is 
the extract of this dialogue by Juliette Simont, where Bomba describes how he escaped, how he arrived at his home town 
Czestochowa, how was the reaction of the Jews in ghetto, in what way the revolt got organized, how the Rabbis behaved . 




















1 Sous la direction de Juliette Simont, Claude Lanzmann, un voyant 

















クロード・ランズマンClaude Lanzmann（以下C. L. と記す）：
絶滅収容所が稼働していたあいだ何人の人がトレブリンカ
2 L’évasion d’Abraham Bomba, op.cit., pp.289-308. 
＊ Department of Marine Policy and Culture, Tokyo University of Marine Science and Technology(TUMSAT), 4-5-7 Konan, Minato-ku, Tokyo 108-8477, Japan (東京
海洋大学学術研究院海洋政策文化学部門) 
 小山 尚之  65 
から脱走することに成功したのか、それをおっしゃってい
ただきたいのですが。 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































シ ェ マ ・ イ ス ラ エ ル
」を語っていま
した。彼らが閉じ込められた後も、まだ「聞け、イスラエル



































































































































( )* 東京海洋大学大学院海洋科学系海洋政策部門   
本稿は、ジュリエット・シモン編集の『クロード・ランズマン 世紀の見者』（二〇一七年）に資料として収められ
ている「アブラハム・ボンバの脱走」を翻訳しコメントを付したものである。アブラハム・ボンバはクロード・ラン
ズマン監督の映画『ショア』に何度か登場する人物であり、映画の中ではトレブリンカ絶滅収容所に強制移送された
ユダヤ人たちの髪を切る作業をしていたことを主に証言していた。しかし彼は映画の中で語ったこと以外の多くのこ
とをランズマンとの対話で明かにしている。その抜粋がジュリエット・シモンによって編まれ仏訳された「アブラハ
ム・ボンバの脱走」である。そこでは、いかにして彼が脱走したのか、どのようにして故郷のチェストホーヴァにた
どり着いたのか、ゲットーの人々の反応はどうだったのか、蜂起がどのように組織されたのか、ラビたちの振る舞い
はいかなるものだったのか、などについてが語られている。 
キーワード: アブラハム・ボンバ、クロード・ランズマン、トレブリンカ、チェストホーヴァ 
 
 
3 「レビ記」第二十一章一～五。「主はまたモーセに言われ
た、アロンの子なる祭司たちに告げて言いなさい、……彼らは
頭の頂を剃ってはならない。ひげの両端をそり落としてはなら
ない。」 
